
Calo機能一覧(2012/02/27版) Calo=Copy Agent on LOcal

機能概要

機能 サブ機能 トリガ 動作 設定値項目 値 備考
ファイル

保留操作 エクスプローラからDnD ファイル操作保留リストに追加する。 保留数 無制限
保留操作 [Ctrl]+[A] ファイル操作保留リストを全て選択する。

ファイル操作 CaloからエクスプローラにDnD
ファイル操作を実行する。
ファイル操作(コピー/移動)はエクスプローラに準じる。
操作終了後、移動したファイルはファイル操作保留リストから消える。

About画面
About画面機能 ヘルプリンク押下 オンラインヘルプのあるWebページを表示する
About画面機能 HPリンク押下 作者HomePageを表示する
About画面機能 [OK]ボタン About画面を終了する。

※DnD=ドラッグアンドドロップ

1.Caloを使用するメリット
(1)コピー忘れ防止(巨大ファイルコピー中に次のコピーを忘れることがある)
(2)作業効率化(コピー実行が1回で済むので、Caloにコピーを任せて別の作業ができる)
(3)コピーファイル指定の安易化([Ctrl],[Shift]キーを駆使して、指定する必要は無い)

2.使用例
使用例1:コピーするファイルが別々のフォルダにある場合

エクスプローラでのコピー Caloを使ったコピー

●このようなコピーを行う場合、エクスプローラでは一度にコピー指定できない。 ●このようなコピーでもファイルA・ファイルB・ファイルCをCaloに保留後、一度にコピーできる。
（ファイルAをコピー後、ファイルBをコピーし、ファイルCをコピーする必要がある。）
●ファイルそれぞれ巨大ファイルである場合、 ●それぞれのファイルが巨大ファイルでもコピーが終わるまで待つ必要は無い
ファイルそれぞれのコピーが終わるまで待たなければならない

使用例2:一つのフォルダにファイルがたくさんあり、コピーするファイルもたくさんある場合
●[Shift]と[Ctrl]キーを駆使してファイルを選択後コピー ●見つけたファイルをCaloに保留しておいて、一度にコピー

エクスプローラのファイルコピー/移動操作を中継するソフトです。
操作するファイルをCaloにドロップして保留しておき、保留ファイルをコピー先フォルダへ一気にコピーできます。(移動も可)
エクスプローラではファイルの選択が同一フォルダ内のファイルのみに限られますが、
Caloは別フォルダあるいは別ドライブのファイルも混在させて一度にファイル操作することができます。
巨大ファイルの整理あるいはフォルダ内に多数のファイルがある場合の整理などに向いているソフトです。
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コピー実行が1回で済む。
コピーによる待ち時間無し。
別ドライブのファイル混在可

ファイル名DnD(一瞬で完了)
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